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１．ローカルベンチマークの普及・活用状況
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ローカルベンチマークの目的（共通言語・事業性評価の入口としての機能）

⚫ 企業と支援機関、支援機関同士が、同じ目線・枠組みで対話を行う「共通言語」としての機能を目指す。

⚫ ローカルベンチマークに掲載されている項目は企業の状態を把握するために押さえておくべき基礎的項目が中
心であり、関係者が同じ目線で対話を行うための基本的な枠組、あるいは事業性評価の「入口」として活用さ
れることが期待される（一度ロカベンを作成しておけば、企業・金融機関・支援機関全員が活用可能）。

ローカルベンチマークの内容

企業

金融
機関

士業
関係者

支援
機関

企業

金融
機関

士業
関係者

支援
機関

対話の「共通言語」として

ロカベンの活用

企業と支援機関、支援機関同士が、
同じ目線・枠組みで対話を行うことが可能
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ローカルベンチマークの検討背景

⚫ 急激な人口減少が始まっている地域経済の持続のためには、地域企業が付加価値を
生み出し、雇用を創り続けていかなければならない。

⚫ 「日本再興戦略 改訂2015」（平成27年6月30日）においては、「ローカル・アベノミク
ス」を推進する施策として、「中小企業団体、地域金融機関等による地域企業に対す
る経営支援等の参考となる評価指標・評価手法（ローカルベンチマーク）」の策定が
盛り込まれた。

⚫ そのような背景のもと、地域企業の経営支援等の参考となる評価指標・手法「ローカル
ベンチマーク」を、平成２７年５月から検討会を開催し検討。

⚫ 検討にあたっては、各機関で使われている分析手法等を参考にして、企業の実態を把
握するために押さえておくべき基本要素を抽出しつつ、改めてそれぞれの指標や手法の
意義や有効性を検証した。

⚫ ローカルベンチマークが企業の経営者等と金融機関、支援機関の対話を深める入口とし
て使われることを念頭に置いて、それぞれの利用者にとってわかりやすく、使いやすい
「ツール（＝ローカルベンチマークシート）」の検討も行われた。



5

〈参考〉ローカルベンチマークの普及拡大に向けたこれまでの取組

「ローカルベンチマーク活用戦略会議」を12回開催し、メンバーである金融機関、支援機関、中小企業関連等の
各種団体、有識者、士業関係が中心となった普及活動やそれら関係者に加え、オブザーバーである関係省庁とと
もに、ローカルベンチマークの普及拡大に向けた取組や改善に向けた議論を行ってきた。

「ローカルベンチマーク活用戦略会議」

金融機関における取組

・会計システムにロカベ
ンを実装

・事業承継や金融機関と
の連携においてロカベ
ンを活用

・中小企業等経営強化法
の申請（経営力向上計
画）策定にロカベンを
活用

・中小企業診断士の更新
時に受講する研修メ
ニューへの組み込み

・全国会議でチラシ等を
用いた周知

・ロカベン・ガイドブッ
クセミナーの開催

支援機関等における取組 政府における取組士業における取組

・事業性評価シートをロ
カベンを基に作成

・ロカベンを活用した人
材育成

・ロカベンでの対話を入
口として融資等に繋げ
た実績

・金融仲介機能のベンチ
マークの項目として
ロカベンを設定

・表彰制度や評価基準へ
の組み込み

・ロカベン・ガイドブッ
クセミナーの開催

・ガイドブックの作成･
改定

・ロカベンセミナー、研
修、ロカベン塾の開催

・ロカベン活用事例、対
話例等のHPへの掲載

・事業再構築補助金、経
営力向上計画、経営力
再構築伴走支援等との
施策連携

・関連施策のガイドライ
ン等でロカベンの活用
を推奨

・ミラサポplus内でのロ
カベン機能構築

・ロカベンActの提供・
活用

・経営指導員向けの研修
での周知やHPへの掲示

・地域金融機関の職員を
対象としたロカベンを
含む研修の実施

・ミラサポの持続化補助
金申請時の現状分析
で、経営指導員がロカ
ベンを活用

・中小企業団体による若
手経営者向け企業独自
のロカベン活用セミ
ナーを実施

・ロカベン・ガイドブッ
クセミナーの開催
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金融機関におけるローカルベンチマークの認知度と活用状況の推移

⚫ 経済産業省が実施した金融機関向け調査では、2022年度は金融機関におけるローカルベンチマークの認
知度（内容をよく知っている、聞いたことがある）は95％以上に達している。

⚫ また、ローカルベンチマークの活用状況をみると、約4割の金融機関で活用が進んでいる状況。活用検討中に
ついては、減少が続いている。
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金融機関におけるローカルベンチマークの活用状況①

⚫ ローカルベンチマークの活用状況については「活用している」と回答した金融機関が４割程度であり、2021年
度とほぼ同水準。

⚫ 業態別では、特に第二地方銀行・信用金庫等において活用度合いが高い。
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図3．ローカルベンチマークの活用状況（％）
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図4．ローカルベンチマークの活用状況（業態別）
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金融機関におけるローカルベンチマークの活用状況②

⚫ 活用目的としては「事業性評価の入口として活用している」（77.5％）が最多で、「企業との対話のツール
として活用している」（69.0%）という回答も多かった。

⚫ 活用している金融機関の中で、活用方法についてはローカルベンチマークを「そのまま活用している」
（68.1％）が最多となった。また、支援機関との共有状況は「共有されていない」（64.4％）が最多となっ
た。
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64.4
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概ね共有している…
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あまり共有していない…

共有されていない

その他

図7．ローカルベンチマークの支援機関との共有状況（％）
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図6．ローカルベンチマークの活用方法（％）
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融資や投資判断の稟議書の添付資料として活用している

職員の教育ツールとして活用している

訪問管理ツールとして活用している

企業への各種施策等の情報提供の一つとして活用している

企業の企業価値向上や生産性向上支援のきっかけとして活用して

いる

業績評価項目の一部に組み入れられている

その他

図5．ローカルベンチマークの活用目的（％）
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金融機関におけるローカルベンチマークの活用状況③

⚫ ローカルベンチマークを「活用しない」と回答した金融機関のうち、活用しない理由については「既存のツールを
活用すれば問題ない」（55.2％）が過半数を占め、「ツールを活用しなくても、十分に企業と対話できてい
る」（24.1％）、「そもそもローカルベンチマークについて理解が進んでいない」（14.2％）となった。
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企業の定性面をどのように評価すればよいか良く分からないため

他の金融機関や支援機関でどれくらい活用されているか不明なため

どのように活用すればよいかわからないため

そもそも           について理解が進んでいないため

      能力に不安があるため

              の作成に時間がかかるため

その他

図8．ローカルベンチマークを活用しない理由（％）

2022年度 2021年度
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支援機関におけるローカルベンチマーク活用実態調査①

⚫ 支援機関におけるローカルベンチマークの認知度は９割を超える。

⚫ 業態別の活用状況をみると、商工会議所や商工会においては６割近くが「活用している」と回答しており、「活用
を検討している」を含めると８割程度にまで上る。
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税理士・会計士

中小企業診断士

コンサル会社

その他

ローカルベンチマークの認知度（業態別）

内容をよく知っている 聞いたことがある 「           」という言葉自体初めて聞く
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ローカルベンチマークの活用状況（業態別）

活用している 活用を検討している 活用しない

（委託先：株式会社帝国データバンク）

（注）令和3年度委託調査において、商工会議所や商工会、認定経営革新等支援機関
向けにアンケートを実施し、約1,600件の回答を得た（金融機関は除く）。
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支援機関におけるローカルベンチマーク活用実態調査②

⚫ ローカルベンチマークを活用して解決したい経営課題としては、「補助金申請」のほか、「収益性向上」、「売上・
シェア拡大」といった回答が多かった。

⚫ 「どのような制度やツール等があればローカルベンチマークを活用したいか」という質問に対しては「補助金申請時の申
請書類への転用」という回答が最も多かったが、ロカベンシートの改良を求める回答も見られた。
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（委託先：株式会社帝国データバンク）
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ロカベン作成ガイドブックの改定（令和５年４月）

⚫ 企業のSDGsやDXの取組については、金融機関や取引先等からの評価につながるが、 SDGs・DXに取り組
んでいる中小企業はまだ少ない状況。

⚫ ロカベンを活用した企業の現状把握を行うなかで、SDGs・DXに関する取組に気付きを与えることにより、中
小企業のSDGs・DXの取組を促進することが可能。

⚫ このため、ガイドブック作成当時の主要メンバーやSDGsの取組支援を行う金融機関を集め、ガイドブック改定
の検討会を開催し、SDGs・DXの取組事例や対話例などを盛り込んだSDGs/DX対応版をとりまとめた。

■ロカベンガイドブック改定編集メンバー（敬称略・氏名各五十音順）
河原 万千子 公認会計士、税理士
黒澤 元国 一般社団法人埼玉県商工会議所連合会 広域指導員
水野 浩児 追手門学院大学 経営学部長 教授
森 俊彦 一般社団法人日本金融人材育成協会 会長
森下 勉 有限会社ツトム経営研究所 所長
渡辺 直 岐阜県信用保証協会保証業務部 部長

※改定事業委託先 帝国データバンク

■検討会日程
２／１ 第1回 金融機関における支援事例紹介①
２／１６ 第2回 金融機関における支援事例紹介②
３／１０ 第3回 とりまとめ

SDGs／DX対応版 SDGs／DX対応版



業務フローには多くの企業の「魅力」が詰まっています。しかし、「差別化ポイントは何です
か？」と聞かれても、自社の日常化している業務において「他社と差別化している」あるいは「工
夫している」と意識せず行っているケースがあります。極論すれば売上があるということは他とは
違う何かがあるためにお客様から選ばれているということですから、「業務フローの中で一番重要
な業務は何ですか？」、「業務の中でこだわっている部分はどこですか？」、「お客様が貴社を利
用するのはなぜですか？」といったように、視点を変えながら、あるいは社内で対話をしながら魅
力を引き出していきましょう。

P12の「差別化ポイントから始まる企業の魅力の発掘例」の支援機関側を見てください。企業の魅力が
詰まっている業務フローも、「それでは業務①の〇〇について差別化ポイントはありますか？」、「次
に業務②の〇〇についてはいかがですか？」と１つの業務に対して1 つの質問だけをしていたのでは全
く魅力を掘り起こすことはできません。支援機関側がうまく質問することで企業の答えを引き出し、企
業が答えた内容に対して支援機関が「なぜ？」と質問することで、さらなる魅力を発見できる可能性が
出てきます。また、「どんな工夫をしているのか」「どんな仕組みがあるのか」「どんなこだわりがあ
るのか」と尋ねてみるのも良いです。

【SDGsについて】 ※SDGsについてはP36に記載しておりますので、事前に読んで取り組んでみましょ
う。
近年ではSDGsに取り組んでいることが取引先として選ばれる一つの要因となるほど、SDGsは重要視され
ていますが、どのような取組みがSDGsに該当しているのか、わかりにくいところがあるかもしれません。
P9の「記入例」業務②のように、自社では当然のように行っている「健康によい商品づくり」といった
取組みが実はSDGsに関連していたということは往々にしてあります。このように、 SDGsを理解したうえ
でロカベンを活用して既に自分たちが、取り組んでいることを見える化することで、自社の事業活動と
SDGsの関係性について、全体像をつかむことができます。
※対話例についてはP13、19、28、29を参考にしてください。

P12の「差別化ポイントから始まる企業の魅力の発掘例」の企業側を見てください。支援機関側がう
まく質問することで、業務フローの「差別化ポイント」に収まりきらない魅力が顕在化しています。
ロカベンシートの関連性で示すと、「差別化ポイント」を対話の起点として合計６つの項目に関連す
る対話が行われています。このように項目やシートはつながっていることを常に意識して対話を行い
ましょう。
※社内で取り組む場合には、「得意先に選ばれる理由から始まる対話例」の支援機関側の役割を社内
のどなたかが担いながら対話を
進めましょう。また、取り組み方がわからない場合は支援機関に相談しましょう。

【DXについて】 ※DXについてはP39に記載しておりますので、事前に読んで取り組んでみましょう。
P9の「記入例」のように、まずはどのような業務においてデジタル技術を活用しているのかを明らか
にしましょう。DXは業務フローや商流、４つの視点など、ロカベンの非財務シート全体を活用し、ど
のような部分にデジタル技術を活用できているのか、逆に、どのような部分に活用できていないのか
を把握することが重要です。ビジネスモデルそのものを変革するために既存の業務や組織の何を変え
ていかなければならないのかを考えるきっかけにしてください。
※対話例についてはP14を参考にしてください。また、デジタル化の対話例についてはP28、29を参考
にしてください。

10

「なぜなのか？」を考えて魅力を掘り起こす

14

改定の概要①（ SDGs・DX取組の考え方、SDGsに取り組む意義）

⚫ SDGs・DXについて初めて取り組む企業でも理解できるように、巻末にSDGs・DXの概要や取り組む意義･
効果について紹介

⚫ ロカベンシートへ記入する業務のなかでの工夫やこだわり（差別化ポイント）について、 SDGs・DXの取組と
結びつけるための考え方をポイントで紹介

記載のポイントでSDGs･DXに関する考えを追記
巻末にSDGs･DXへの取組について理解が進むよう概要、
意義をわかりやすく紹介
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改定の概要②（ロカベンシートへの記載例、解説等）

⚫ 非財務項目（業務フロー、商流、4つの視点）への記入に関する部分では、それぞれSDGs・DXに関する記
入例や解説等を追記

⚫ 記入した内容がSDGsの取組であると読み手に伝わるような記載時の工夫についても紹介

SDGs･DXに関する取組の記載
時の工夫を追記

SDGs･DXに関する取組の記
入例を追記

SDGs･DXに関する解説を追記



改定の概要③（支援機関と事業者の対話例）

⚫ 支援機関が事業者と対話するなかで、事業者の取組をSDGs・DXと結びつけ、気付きを与えるような対話
例を追加

⚫ 対話に基づく情報が、ロカベンシートのどの記載箇所と関連するかについても解説

製品・商品・サービスから始まる対話例

御社はどのような製品をつくっているのですか？

当社は工場の排水処理に使うフィルターを作っているんだ。

需要がありそうですね。市場のニーズや競合の動向はいかがで
すか？

この市場は環境性能の競争で、どれだけ環境負荷を低くできる
かがポイント。その技術力が評価されるんだよ。また競合他社
は主に3社。環境をテーマにした展示会に積極的に参加するよう
になっているんだ。

もう少し聞かせてください。なぜフィルターの開発に取組もう
と思ったのですか？またフィルターの開発はどのように行って
いるのですか？

水に対する安心・安全が求められるようになり、事業承継を機
に企業理念に「環境にやさしい会社」を含めることにしたんだ。
研究開発は自社で行えないので、大学との共同研究によりフィ
ルターの開発を行っているよ。

なるほど。企業理念で「環境にやさしい会社」を宣言し、よりよ
い製品づくりのために大学との取り組みを進められているところ
はまさにSDGsの取組と言えますね。大学との連携で難しい点はあ
りませんか？

いまから10年前に共同研究をはじめたんだけど、最初のうちは
研究内容を理解できるのが私しかいなくて、とても苦労したよ。
その研究室からこれまで2名ほど採用させてもらって、いまはコ
ミュニケーションも円滑だね。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

事業再構築・DXに関する対話例

感染症が流行してからアパレルの店舗運営はいかがですか？

うちの会社も同業他社と同じく苦戦している。2年前には売上が
半分になってしまったんだ。

売上が半分ですか。大変でしたね。その後どうされたのですか？

飲食店が出前やテイクアウトを積極的に行っているのを見て、
うちもオンライン通販を始めてみようと考えたんだ。

なるほど。いろいろと試行錯誤されているのですね。

うちのお客様は若者が多いけど、扱っているブランドは一般的
なものだから、通販を始めても最初のうちは売れなかった。そ
こで既存のお客様に対して、オンライン接客をはじめてみたん
だ。お店に来られなくても関係が継続できる。少しずつ効果が
見え始めているよ。

なるほど。確かに価格勝負や知名度勝負はできないですもんね。

既存のお客様からの口コミで、新規のお客様の来店も目立つよ
うになってきた。配信用の器材にはかなりの投資をしたけど、
スタッフも在宅で仕事をできるし、いろいろなメリットがある
よ。将来的には、これをもっと発展させ、オンライン採寸など
を取り入れられないか検討しているんだ。

①

②

③

④

⑤

オンライン接客に採寸可能な技術が加わるとビジネスモデル全
体が変革しそうですね。それはもうDXと呼んでいいかもしれま
せんね。

⑥

＜製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイント＞

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤

■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■製品・商品・サービスの内容

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■差別化ポイント ■どのような価値を提供しているか

＜商流把握＞

■社名・取引金額・内容等 ■属性（消費者・企業等）

※社名・取引金額・内容等

■社名・取引金額・内容等 ■属性（消費者・企業等）

※社名・取引金額・内容等

■選定理由

■選ばれている理由

■選定理由

■選ばれている理由

提供内容／顧客提供価値

仕入先

当社

エンドユーザー

協力先 得意先

④

経営理念・ビジョン 市場動向・規模・シェアの把握

経営哲学・考え・方針等 競合他社との比較

顧客リピート率・新規開拓率

主な取引先企業の推移

顧客からのフィードバックの有無

経営意欲 従業員定着率

※成長志向・現状維持など 勤続年数・平均給与

後継者の有無 取引金融機関数・推移

後継者の育成状況 メインバンクとの関係

承継のタイミング・関係

企業及び事業沿革 組織体制

※ターニングポイントの把握 品質管理・情報管理体制

強み 事業計画・経営計画の有無

技術力・販売力等 従業員との共有状況

社内会議の実施状況

弱み 研究開発・商品開発の体制

技術力・販売力等 知的財産権の保有・活用状況

ITに関する投資、活用の状況 人材育成の取り組み状況

1時間当たり付加価値（生産性） 人材育成の仕組み

向上に向けた取り組み

　　　　　現状と目標のギャップ

①

経

営

者

③

企

業

を

取

り

巻

く

環

境

・

関

係

者

②

事

業

④

内

部

管

理

体

制

現

状

認

識

将

来

目

標

課

題

対

応

策

対話内容の総括

② ③

⑤

④ ⑤

⑥

対話に基づく情報の
ロカベンシートへの記載箇所

①：財務分析

対話で得られた情報をロカベンシートのどの項目
に記載するかを例示

＜SDGsに関する対話例＞ ＜DXに関する対話例＞
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１．ローカルベンチマークの普及・活用状況
２．ローカルベンチマーク作成ガイドブックの改定
３．施策と連携したローカルベンチマークの普及促進

17



連携施策一覧

制度等名 ロカベン活用状況 所管 時期

事業再構築補助金
ミラサポplus上で入力したロカベンの財
務分析結果の提出が申請要件

中小企業庁 令和３年３月～

経営力向上計画（中小企業等経営強化法）
ロカベンによる財務分析結果を記載する
ことが申請要件

中小企業庁 令和３年８月～

民間ゼロゼロ融資等の返済負担軽減のため
の保証制度（コロナ借換保証）

申請に必要な「経営行動計画書」でロカ
ベンの財務分析結果の記載が要件
現状把握の欄はロカベンの非財務シート
による代替が可能

中小企業庁 令和５年１月～

早期経営改善計画策定支援（ポストコロナ
持続的発展計画事業）

申請に必要な「ビジネスモデル俯瞰図」
は、ロカベンの商流･業務フローによる
代替が可能

中小企業庁 令和５年４月～

収益力改善支援に関する実務指針 ロカベンの積極的な活用を推奨 中小企業庁 令和４年12月策定

中小PMIガイドライン ロカベンの積極的な活用を推奨 中小企業庁 令和４年３月策定

事業承継ガイドライン（第３版） ロカベンの積極的な活用を推奨 中小企業庁 令和４年３月改訂

伴走支援の在り方検討会報告書 ロカベンの積極的な活用を推奨 中小企業庁 令和４年３月

事業再構築に向けた事業計画書作成ガイド
ブック

ロカベンの積極的な活用を推奨 中小企業庁 令和５年２月

地域未来牽引企業の中間評価 ロカベンの活用度を加点項目として評価
経済産業省地域経済産業
グループ

令和４年度

18
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＜施策連携＞ 事業再構築補助金

⚫ 事業再構築補助金では、ロカベンの財務分析（6指標の算出）に必要な財務項目（売上高等、ただし直
近１期分）の提出が申請要件となっており、提出の際にはミラサポplusを活用。

⚫ 申請要件である直近の財務情報に加えて、同項目を過去２期分もミラサポplus上に入力することで、「活動レ
ポート（ローカルベンチマーク）」のレーダーチャート（財務分析結果）が作成可能。

【事業再構築補助金 公募要領（第10回）抜粋】 【ミラサポplus「電子申請サポート」画面 抜粋】

４．
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＜施策連携＞経営力向上計画 （中小企業等経営強化法）

⚫ 経営力向上計画の新規申請に当たっては、ロカベンの財務分析を活用して自社の経営状況を分析し、その
結果を記述することになっている（令和３年８月2日～運用）。

(参考) 中小企業庁HPの「経営力向上計画策定の手引き」 より一部抜粋
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＜施策連携＞ 民間ゼロゼロ融資等の返済負担軽減のための保証制度（コロナ借換保証）

⚫ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた企業が、早期に経営改善に取り組み、ポストコロナ時代への対応を
進めていくための支援制度。

⚫ 「経営行動計画書の作成」や「金融機関による継続的な伴走支援」等が申請要件となっている。

⚫ 経営行動計画書に記載する財務指標は、ロカベンの財務分析における6指標となっており、また、「現状認
識」の欄については、ロカベンの非財務シートによる代替が可能となっていることから、金融機関が中小企業
等を伴走支援する際にロカベンを活用するといったケースも見込まれる。

(参考) 中小企業庁HPの「「経営行動計画書」のサンプル」 より一部抜粋
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＜施策連携＞ 早期経営改善計画策定支援（ポストコロナ持続的発展計画事業）

(参考) 中小企業庁HPの「早期経営改善計画策定支援」 より一部抜粋

⚫ 資金繰りの悪化等が生じ経営に支障が生じることを予防するために、資金繰りの管理や自社の経営状況の把
握などの基本的な経営改善に取り組む中小企業等を、認定経営革新等支援機関が支援する制度。

⚫ 経営改善計画の策定にあたっては、ローカルベンチマークの活用が有用である旨を紹介するとともに、ローカ
ルベンチマークで作成した「商流･業務フロー」を申請書類として活用可能としている。

⚫ また、「収益力改善支援に関する実務指針」(2022年12月策定)でも、ローカルベンチマークの積極的な
活用が言及されており、2023年4月以降の本事業及び経営改善計画策定支援 (注)では、この指針に沿った
取組が必要となるため、認定経営革新等支援機関による一層の活用が期待される。
（注）経営改善計画策定支援(405事業)：金融支援を伴う本格的な経営改善の取組が必要な中小企業者を対象に、認定経営革新等支援

機関が計画策定等を支援する制度
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＜施策連携＞ 各種ガイドライン等との連携

⚫ 「中小PMIガイドライン」（令和４年３月策定）、「事業承継ガイドライン（第３版）」（令和４年３月改
訂）、「伴走支援の在り方検討会報告書」（令和４年３月）、「事業再構築に向けた事業計画書作成ガ
イドブック」（令和5年2月）などにおいて、“経営の見える化ツール”としてローカルベンチマークを推奨。

(参考) 中小企業庁HPより抜粋



24

＜施策連携＞ 地域未来牽引企業の中間評価

⚫ 地域経済の中心的な担い手として選定された地域未来牽引企業について、2025年度以降の更新に向けて
中間評価に係る調査を実施（令和4年7月～8月）。

⚫ 中間評価では企業ごとにロカベンの活用状況を調査し、ロカベンの活用度を加点項目として評価。

⚫ 企業へのお知らせでは、ロカベンのさらなる活用を促すための情報をコメント欄に記載し提供。

＜お知らせのサンプル＞

ロカベンの活用度が加点
評価項目として採用

ロカベンのさらなる活用
に向けて、活用度に応じ
たコメントを記載
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経営力再構築伴走支援研修

⚫ 中小企業庁で展開する「経営力再構築伴走支援モデル」の実践及び全国的な普及のために、商工団体、地域金
融機関、中小企業診断士等の支援者（1000名程度）に対し、中小企業大学校（中小機構）で研修プログラ
ムを実施。

⚫ ロカベンの活用方法と実践について、基礎スキルとして研修プログラムに組み込まれている。

⚫ 2022年7月より研修プラグラム開始。ロールプレイングも含めた実践的な研修。

研修プログラムの概要

研修区分 研修概要

導入動画 伴走支援の背景と意義・理念の解説

基礎スキルⅠ
伴走支援における対話の基本姿勢・態度
対話と敬聴の心構えの再確認と手法の紹介・実践

基礎スキルⅡ

伴走支援における対話における問いかけ・提案方法
アイデンティティに基づく経営ビジョンの検討から見

る、内発的動機付けから自己変革プロセスの考え方と手
法の紹介・実践

基礎スキルⅢ
伴走支援における対話ツール活用方法例
ローカルベンチマーク／経営デザインシートの概要、

活用方法の紹介と実践

25

https://keieiryoku.smrj.go.jp/main/

※一つのスキルのみの受講も可

https://keieiryoku.smrj.go.jp/main/
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ローカルベンチマークの活用・普及について（北海道経済産業局）

⚫ 管内の中堅･中小企業への伴走支援事業における企業訪問にあたり、ローカルベンチマークを活用することをマ
ニュアルに盛り込む。

⚫ 北海道財務局と連携し、金融機関職員等向けにロカベンの活用に関するセミナーを開催。

中堅･中小企業への伴走支援事業での活用 金融機関職員等向けセミナー

伴走支援事業のなかで、2回
目訪問時にロカベンシート
の作成をマニュアル化

金融機関職員等向けのセミナー
で、ローカルベンチマークの活
用を紹介
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⚫ 経営環境の変化が激しい時代の新たな中小企業支援として、専門家や地域金融機関、行政による官民合
同支援チームによる伴走支援事業を展開。

⚫ 東北地域では、これまでのローカルベンチマーク（知的資産経営）等の取り組みをベースとした、自社の「強
み」 を活かすための課題に対処する伴走支援を令和4年度から実施。

⚫ 徹底した「対話と傾聴」、普遍的な企業支援スキルの習得を軸に、花巻信用金庫、東北大学等と連携。

官民合同伴走型支援の進め方

➢ 自社の強みを生かした価値創造、ビジネスモデルの

強化・再構築など、将来の自社の姿を描く取組み

とし、それらを実現するために、今から何をするべき

かを考える機会を提供。

➢ 具体的には、繰り返し企業を訪問し、経営者や経

営幹部との「対話と傾聴」を通じて、企業が自社の

強み（いいとこ、持ち味）を十分に理解する。経

営者・従業員が前向きで自信を持ち、強みを活か

した事業活動を行い、能動的に事業機会を追求

する姿勢へと変化するきっかけを提供。

➢ 知的経営資産マネジメントの手法を利用。具体的

には、企業の総合健康診断ツールであるローカル

ベンチマーク等のフォーマットを利用。１社あたり４

回を目安に訪問。

花巻信用金庫との連携

東北大学との連携
RIPS *(地域イノベーションプロデューサー塾) の卒塾企業の中から支援効果が高いと考え
られる企業を、伴走支援先として選定。

(*)経営者を支え、経営者と同等の目線で経営課題を解決しうる「右腕人材」の育成を目的とした講座を「東北大学地

域イノベーションセンター」で開講。

ローカルベンチマークの活用・普及について（東北経済産業局）



■基本情報

■財務指標(最新期）

6

■財務指標（過去2期）
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※近畿経済産業局にて一部機能を追加しております。

※総合評価点のランクはA：24点以上、B：18点以上

24点未満、C：12点以上18点未満、D：12点未満【ご提案】

●営業利益率が同業種、同規模比で低水準にあります。

●利益に対して借入が多い可能性があります。

●資金繰りが同業種、同規模比でにあります。社会保険料や税金の滞納は有りませんか。

本業の収益力や資金繰り、財務体質改善に向けて、メインの金融機関や顧問の税理士、最寄りの活性化協議会へご相談

してみてはいかがでしょうか。

従業員数

指標

①売上増加率

②営業利益率

③労働生産性

株式会社○○

東京都○○

○○　○○

13_観光業

中規模事業者

-980,000(千円)

30(人)

商号

所在地

代表者名

業種_大分類

事業規模

売上高

営業利益

業種_小分類 1301_観光業

0.4(ヶ月)

21.5%

6.4(倍) 6.4(倍)1-

C

※１各項目の評点および総合評価点は各項目の業種基

準値からの乖離を示すものであり、点数の高低が必ずしも企

業の評価を示すものではありません。非財務指標も含め、総

合的な判断が必要なことにご留意ください。

※２レーダーチャートで3期分の財務分析結果の推移が確

認できるため、各指標が良化（あるいは悪化）した要因を

非財務の対話シートを活用しながら把握することで、経営

状況や課題の把握に繋がります。

21.5%

648(千円)

4.1%

2016年3月

算出結果

-2.4%

-20.6%

業種基準値

2015年3月

24.2%

D

0.2(ヶ月)

1 2.7%

-1.2% 2

貴社点数

1

1

業種基準値

4.1%

2.7%

-32,667(千円) 1 648(千円)

4,002,530(千円)

2017年3月

算出結果

-15.9%

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本回転期間

⑥自己資本比率

指標

①売上増加率

450.0(倍) 1

D総合評価点

6.4(倍)

-120.8% 1

0.4(ヶ月)

21.5%

12.0(ヶ月)

②営業利益率

③労働生産性

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本回転期間

1

30.4(ヶ月)

2.7%

-24.5%

⑥自己資本比率

総合評価点 総合評価点

322.1%

648(千円)

貴社点数算出結果

20.0%

貴社点数

2

業種基準値

4.1%

3

-25,128(千円)

376.7(倍)

0(千円) 2

0.4(ヶ月)

1

0

1

2

3

4

5

②営業利益率

③労働生産性

④EBITDA有利子負債倍率

⑤営業運転資本

回転期間

収益性安全性

⑥自己資本比率

効率性 生産性

健全性

売上持続性

①売上増加率

財 務 分 析 結 果
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ローカルベンチマークの活用・普及について（近畿経済産業局）

⚫ ゼロゼロ融資等過剰債務支援において、管内の中小企業活性化協議会等への早期相談持込みを促進するため、
近畿局独自に、相談を促すコメントを表示する機能を追加した「ロカベンAct」の提供・活用を開始。

ロカベンシー
トの財務分
析結果に応
じて、管内の
活性化協議
会等への相
談を促すコメ
ントを表示す
る機能を追
加。

中小企業活性化協議会等と連携し、ロカベンに機能追
加した「ロカベンAct」の提供についてプレスリリース。
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ロカベンの活用方法についてオンラインセミナーをミラサポplusで公開

⚫ 中小企業向け補助金・総合支援サイトのミラサポplusにてオンラインセミナーを公開。

⚫ 中小企業診断士でもある埼玉県商工会議所連合会の黒澤元国広域指導員より、ロカベンの活用方法につ
いて旅館業や金物小売業の事例にて紹介。

⚫ 同サイトのメルマガ（約6万社）や地域未来牽引企業のメルマガ（約5千社）でも紹介。一般の企業もアク
セスでき、いつでも視聴が可能。

金物小売業の事例では、
業務の流れの把握から
新事業展開（事業再構築）
のきっかけに

旅館業の事例では、
強みの源泉をひも解いて解説

ミラサポplusのサイト上で視聴可能
https://mirasapo-plus.go.jp/infomation/19613/

https://mirasapo-plus.go.jp/infomation/19613/
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ロカベン塾開催

⚫ ロカベンを活用した社内ディスカッションイベント（通称：ロカベン塾）を開催。令和3年度はWEBでの実施、令
和4年度は講師が企業を訪問し会議室で実施。
※対象は、令和３年度に開催した企業向けセミナーに参加し、ロカベン活用に興味を持った企業。

中部経産局職員

講師

経営者・社員

実施の様子

上図は、中部経済産業局と連携し、東海エリアに本社を置く企業
にて開催した様子。

令和3年度（WEB実施）
・医療機器製造･販売事業者

（関東経済産業局管内企業）
・産業機械設計･制作･組立事業者

（九州経済産業局管内企業）
・食料品･飼料･飲料製造事業者

（九州経済産業局管内企業）

令和4年度（企業会議室実施）
・クリーンルーム用衣服クリーニング事業者

（中部経済産業局管内企業）
・総合建設業事業者

（中国経済産業局管内企業）

地方経産局の協力により開催



ローカルベンチマーク活用事例紹介

⚫ ローカルベンチマークを活用し、個別企業の経営改善や地域活性化に取り組んだ事例を集め、経済産業省
のロカベンのHPで紹介。

⚫ これまで２６事例を掲載しており、直近では名古屋商工会議所での支援事例を2023年５月に追加し、支
援機関や企業でのロカベン活用を推進。

【名古屋商工会議所のロカベンを活用した支援事例】
ロカベンを活用し業務を見える化することにより、ビジネスモデルを再構築

【経済産業省のロカベンのHPに活用事例を掲載】

31



32

今後のローカルベンチマーク活用戦略会議について

⚫ 2016年以降、計12回の活用戦略会議を経て、ロカベンの認知・普及は一定程度進展。今後、支援現場
等で一層の活用を促進する観点からは、関連施策のなかで実務者への浸透が重要になってくると認識。

⚫ このため、普及･促進については中堅・中小企業の関連施策における各種会議体等の場で進めていくこととし、
本形式での開催は、今回を最後としてはどうか。

⚫ ロカベンシートの改善やガイドブックの改訂等については、必要に応じてテーマ毎に委員を中心に有識者を
選定し、少人数のＷＧ形式等で開催することとしてはどうか。

ロ

カ

ベ

ン

活

用

戦

略

会

議

ロカベンシート改善
✓ 評価の基準となる財務データの更新

ガイドブック作成・改訂
✓ ESG/SDGs、DXを反映したガイドブックの改訂

Ｗ

G

・

検

討

会

中
堅
・
中
小
企
業

の

関

連

施

策

ロカベンシート改善
✓ 評価の基準となる財務デー
タの更新

✓ その他必要な見直し

ガイドブック改訂
✓ 社会情勢の変化を踏まえた
機動的な見直し

普及・促進
✓ ロカベンを活用した支援
事例の共有や支援ノウ
ハウの紹介

【場】

普及・促進
✓ 定期的な活用戦略会議の開催
✓ ロカベン活用事例の収集・紹介（2６事例をＨＰに掲載）
✓ ロカベンに関するセミナー、研修等の実施（近年は、各機関
で自発的に開催されている状況）

✓ 中小企業等への支援策での活用、伴走支援での活用

•関連施策の中で普及
促進を図り、実務面で
の浸透を図る（中堅・
中小企業の関連施策の
各種会議体等を想
定）

• ロカベンシートの改善、ガ
イドブック改訂等は、委
員の方々を中心とした
少人数のWG／検討
会にて議論

従来 今後（案）

【機能】 【場】 【機能】



問①

各団体（業界）における、ローカルベンチマーク等を活用した、企業が経営状
況の現状把握をするための取組や、現状把握をする際の課題についてお聞かせ
ください。

⚫ ローカルベンチマークの普及・促進に向けた取組について、本日は下記問いに対して委員
の皆様からご意見をいただきたい。

本日ご意見頂きたい事項

問②

補助金等の支援策との施策連携、ロカベンAct、ミラサポplus上のロカベンの活
用について、ご意見をお聞かせください。
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